
◎基本情報

主

副

○ 対象 ● 対象外 ○ 対象 ● 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 395,693 138,200 124,639 605,200

事業費

の内訳

令和3年度決算

・旧豊滝小　解体工事等　１１７，４３９千円

令和4年度予算

・旧もみじ台南中　解体工事等　５８３，０６０千円
・旧青葉小　解体実施設計等　１４，８８７千円

人工 1.0 1.0 1.0 1.0

人件費 7,200 7,200 7,200 7,200

事業費 388,493 131,000 117,439 598,000

うち特定財源 293,741 0 0 591,689

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

0 年度

関連法令・条例・
要綱等

学校教育法、学校教育法施行令、義務教育諸学校等の施設費の国庫負担等に関する法律

他都市の状況

①全国的に少子化が進んでいることから、他都市においても同様の取組を行っている。
②他都市でも同様の事業を行っている。

実施結果

閉校に伴う跡活用として民間売却に向けた青葉小学校の解体工事実施設計及び旧豊滝小学校の解体工事を
行った。

事業実施における
工夫点

なし

対象者 児童生徒等 開始 0 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

閉校に伴う跡活用として民間売却に向けた青葉小学校の解体工事実施設計及び旧豊滝小学校の解体工事を行
う。

長期

学校規模を適正化し、子どもたちの良好な教育環境を確保するため。

取組内容

１　統合後の跡活用に向け、青葉小学校の解体工事実施設計を行う。
２　平成27年度末に閉校した旧豊滝小学校の解体工事を行う。

011-211-3835

施策名
子ども・若者を社会全体で育成・支援する環境づくり

アクションプラン 戦略ビジョン

事業名 学校規模適正化関係改修等整備費

評価担当課
所属名 教）生涯学習部　学校施設課

課長名 宮野 担当者名 髙橋（良） 電話番号

事業評価調書

年度 令和3年 会計コード 10 一般 事業コード 38036



◎検証（振り返り）

■ 企画 □ 実施 □ 評価 □ 対象外 □ 回答 ■ 反映

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

○ 改善 ○ 現状維持 ● 休止・廃止

● 拡充 ○ 現状維持 ○ 縮小 ○ その他

千
円

今回の評価

評価の理由
閉校した学校の適切な管理及び処分を行うことができたため。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

令和５年度以降、学校新築及び学校統合に伴う現有施設の解体等は学校新築事業にて実施する。

予算
令和５年度以降、学校新築及び学校統合に伴う現有施設の解体費等
は学校新築事業費にて予算要求する。 見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

なし
見直し効果額

（前年度）
0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

なし

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

市で跡活用をしない施設を民間売却に向け建物を解体し更地とすることで、財産価値の上昇が見
込まること、また、閉校した学校施設を長期において現存させることによる事故リスク及び維持管
理費を考慮すると早期に解体が必要となることから、事業の実施手法は適切であると考える。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

閉校した学校の適切な管理及び処分を行うことができたと考える。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

A

閉校に伴う跡活用として民間売却に向けた青葉小学校の解体工事実施設計及び旧豊滝小学校
の解体工事を行った。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

学校規模適正化の観点から必要な整備を行っていることから、事業規模は適切であると考える。

項目 判定 理由

成果指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

成果指標１

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

活動指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

活動指標１

指標名 児童数等により各地域に応じて事業を行うため指標は設定しない

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定


